
１．皆さん自身のことをお聞かせください。 N＝ 44
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④お住まい
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④-1　お住まいの内訳（長久手市内　小学校区別）
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④-2　お住まいの内訳（市外）
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２．今回の講演会を何で知りましたか。（複数回答可） N＝ 49
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３．お住まいの地域でも「支え合いMAP」づくりは必要と思いますか。 N＝ 44

35

8

0

1
44

３．本日の講演会の感想をお聞かせください。 N＝ 44
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【自由意見】

・ 地域（ご近所）の関係作りに興味がありました。具体的な方法を聞くことができ、大変参考になりました。

・ 自分の問題を人に地域に伝えられる環境にしていきたい。

・ 自分の今に持ち合わせたように感じました。

・ 参加型の講演会楽しかったです。先回のまとめでは思いつかなかった点に気づかされました。ありがとうございました。

・ もっともっと勉強しなければと思いました。

・ 自分の発想が講師の意図される域に達していなかった。

・ 発想を柔軟にすることで、住民力（地域力）を高められると思った。

・ 問題点を深く考えないと、道すじもみつからない事がよく分かりました。

・ マップ化することで、地域の姿が見えてくると感じた。

・ よい講座でした。

・ 初めて演習を体験しましたが、具体的に考えることがとても大切だと実感しました、ありがとうございました。

・ いろいろ考えさせられました。

・ ご近所の協力、声かけ

・ この様なマップを知らなかったので、ビックリしました。こういう物を作る事により近所が見えてくるのかなぁと思いました。

・ 木原先生の話で物の考え方を変える必要があると気付き。

・ 住民目線で考えることを感じることができた。

・ 色々な考え方がある事がわかり勉強になりました。終了の時間がもう少し早いとよいです(主婦ですので）

・ 軽妙な話術、生活─資金直結に気づく。

・ 相手のある事で判断がむずかしい。

・ 地区で助け合いにかかわりたいけどタイミングがなかなかむずかしいです。今日の話しはなるほどと思うことですが・・・。

当事者になったときに「助けて！」と声をあげれること、生涯現役で”おいめをおれない”社会に役割が必要であることが大
事であることを学びました。実践していきたいと思います。

・

・

解り易く楽しい講演会に出席させていただき有難うございます。演習を行うことにより、問題の捉え方、対応の考え方がよく
勉強できました。今後是非活用していきたいと考えています。

・

支え合いの必然性にしろ声高に叫んでも、何をどうしたらいいかが分からなかった。関係的ということは少しずつ分かってき
たが、それをより実践的にMAPという形で見える化することで、具体的に一人一人に何ができるかと助ける例が気づくかで
ある。人間関係図をいかにつくるかである。

・

とても面白くて、自分の考えの足りなさを指摘されたようでした。もっと多くの人に話を聞いてもらって、住民流福祉が広まれ
ば良いと思います。


